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V312a CTA大口径望遠鏡 2-4号機カメラ製作の現状
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Cherenkov Telescope Array (CTA)計画では, 大中小 3 種類の口径の望遠鏡を用いて、20 GeV から 300 TeV
のガンマ線を現行の望遠鏡に比べて約 10倍高い感度で観測する。南北両半球 (スペイン・ラパルマ島、チリ・パ
ラナル)に一つずつアレイが建設され、北アレイには低エネルギー帯の観測を担う大口径望遠鏡（LST）が 4台建
設予定である。2018年に LSTの初号機が完成し、2-4号機は現在建設中である。LSTのカメラは７本の光電子増
倍管 (PMT)とGHz波形サンプリング回路を装備した 265個の PMTモジュールで構成されている。筐体への搭
載前に PMTの性能評価に加え、トリガーの動作確認などカメラモジュールとしての試験を行う必要がある。本
講演では LST2-4号機 に搭載する PMTカメラの開発現状を報告する。


